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論 文 内 容 の 要 旨
前半 (Part I ) では主としてハウスドルフ的 m 進加群を扱っている｡ 特に, 自由加群に相当するもの
として m 進自由加群を定義し, その性質をしらべ, また利用している｡ 局所環の上の m 進自由加群の
基について次の定理 (Theorem 1) がある｡
R が局所環, m がその極大イデア)I,, M が m 進自由加群であるとき, ib入)⊆M が m 進自由基である
ための条件は (b入m Od.m M ) が M /mR の R/m 上の 1次独立基になることである｡
さらに, m 進加群のm 進テンサー積とよぶにふさわしいものを導入している｡ また, m 進自由加群は適
当な有限条件の下で, 本当に自由加群になることも示している｡
後半 (Part Ⅱ) では, 主として m 進微分を扱っている｡ まず, 代数幾何学的局所環の上の m 進微分
は, 従来の意味の微分に他ならないことを示し, 代数幾何学的局所環の上の微分の理論で今までに知られ
ている多数の定理について, それらが m 進微分について成立することを示し, 従って, 参考論文 2 とを
合わせることによって, 従来の微分の理論の良い拡張であることを示している｡
参考論文 2 は主論文の Part Ⅱの準備としての役割が大きく, この論文でm 進微分を導入している｡
参考論文 1 では有理点の存在についての一つの定理を証明している0
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
前半にある次の定理 (Theorem 1) :
｢ R が局所環, m がその極大イデアル, M が m 進自由加群であるとき, (b入)⊆M が M の 111進自由基
であるための条件は (b入m Od.m M ) が M /mM の R/nl 上の一次独立基になることである｣
は大変興味深いものである｡
また, 後半 (Part Ⅱ) で示した多数の定理は, (1)普通の代数幾何学的局所環の上の微分の理論を, -
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殻の局所環の上の m 進微分に拡張して, 同様な定理が得られることおよび (2)代数幾何学的局所環の上
の m 進微分は普通の微分であることを示すものである｡
(Ⅰ) 普通の微分の定義を, そのままで一般の局所環の上へ適用すると, その環がべき級数環のような
特別な場合でも全然うまく行かないこと, および (Ⅱ) べき級数環の上の m 進微分は, 解析学での微分
と一致するということを考え合わせ, この Part Ⅱ における諸定理は高く評価される｡
なお, 参考論文 2 は, この主論文の準備的役割を果すものであり, m 進微分の導入および, その基本
的性質の解明がなされている｡
以上のことから, この論文は理学博士の学位論文としての価値があるものと認める｡
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